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今日、私たちの地域では一人暮らしや老老介護家庭の増加、心身に障がいを持つ家族と

の生活が大きな負担となっている家庭、経済的困窮家庭など、様々な問題を抱えている家

庭があります。近年では近隣コミュニティーの希薄化による孤独死の多発も問題となってい

ます。

こうした中、地域課題解決の最先端に立つ社会福祉協議会は、きめ細かく地域住民の生

活実態を把握し、お互いさまの心で助け合い、地域のみんなが安心して心豊かに生活でき

る生活環境の整備に取り組んでいかなければなりません。

この『福祉のまちづくりプラン』は、地域の福祉向上を目指して先輩のみなさんが１５年前か

ら創り上げ、実践してきているものです。第２次５ヶ年計画では『隣近所の声かけ・支えあい』、

第３次では『みんなで声かけ見守り支え合う笑顔のまちづくり』を掲げて取り組んでこられ、

『近隣ミニネットワーク推進事業』、『地区ボランティアバンク活動推進事業』、『ふれあいいき

いきサロン』などの事業と、この事業への啓発に関わる広報活動を行ってきました。

これらの事業は、社協が旗振り役となって各町内会・自治会、地域団体などでの取り組み

を促進し、各地区における健康増進やコミュニティーづくりなどに貢献してきております。

そして、このたびの第４次５ヶ年計画では、策定委員会において地域のアンケート調査を行

うとともに、可能な範囲での住民ニーズの把握に努め、協議を重ねた上で、このまちづくりプ

ランを策定いたしました。ここで紹介している活動の源は、皆さんが生活している町内会・自

治会です。ぜひご熟読いただき、広島市が提唱する『自分たちのまちは自分たちでつくる』を

実践し、住んで良かったと思える福祉のまちづくりを実現してまいりましょう。そして、私たち

みんなの暮らしを安心・安全で心豊かなものにするため、積極的に地域活動へご参加くださ

い。皆様方のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

福田地区社会福祉協議会 会長 岡平裕次


